
 

●『メガバンク銀行員ぐだぐだ日記』 
目黒 冬弥(2022) 

●『タクシードライバーぐるぐる日記』 
内田 正治(2021) 

●『非正規介護職員ヨボヨボ日記』 
真山 剛(2021) 

●『７５歳、交通誘導員まだまだ引退 
できません』  柏 耕一(2022) 

●『やさぐれトラックドライバーの 

一本道迷路』  橋本 愛喜(2023) 

●『珈琲屋』 大坊 勝次(2018) 

 
●『６１歳で大学教授やめて、北海道で 

「へき地のお医者さん」はじめました』 
香山 リカ(2024) 

●『猟師になりたい！』 
北尾 トロ(2014) 

●『ぼく、催眠商法の会社に入っちゃった』

ロバート・熊(2020) 

●『全図解メーカーの仕事』 
山口 雄大(2021) 

●『教師の本音』 
静岡の元教師すぎやま(2025) 

 

 

●『キッチンカービジネスのすべて』 
山下 義(2022) 

●『東大卒、農家の右腕になる。』 
佐川 友彦(2020) 

●『書籍修繕という仕事』 
ジェヨン(2022) 

●『書店員は見た！』 
森田 めぐみ(2024) 

●『博物館の世界』栗原 祐司(2021) 

●『化石の復元、承ります。』 
木村 由莉(2022) 

 

」 
 

                                          

                                          

  

 

本を読んで疑似体験 
 

新年度が始まって１か月、新しい環境にも慣れてきた頃でしょうか。 

世の中には色々な仕事がありますが、自身が所属する業界以外のことはわからないものです。例えば、私が所属している鶴

岡市立図書館は、言わずもがな図書館業界になりますが、配属になったときは知らないことばかりだったことを思い出します。

（いろいろ勉強していくと、図書館が町の中心になったり、個人で小さな図書館のような取り組みをしたり、おもしろい業界だな

あと思っています。） 

話は変わりますが、図書館でブラウジング（本棚を見ながら気になる本を見つけること）していると、「あ、こんな本あったん

だ！」「この本のタイトルおもしろい！」など偶然の本との出あいが結構あります。 

そんな中で私が出あったのが「職業日記シリーズ（出版：三五館シンシャ）」です。こちらは、館内でも人気の高いシリーズ

で、様々な業種・職業の方ご本人が執筆しているそうです。そのため、具体的で生々しい表現により、現場の裏側を知ることが

できることと、その現場の疑似体験できることが魅力だと思っています。 

  読書の楽しみ方の一つとして、自分が経験していないことを、読書を通して疑似体験するということがあります。自分が経験

していないこと、業界や業種を書いた本をブラウジングして探してみてはいかがでしょうか。新たな発見があるかもしれません。 

図書館にある「様々な業界の本」 

令和８年５月１日 

鶴岡市立図書館 

鶴岡市郷土資料館 

〒997-0036 

鶴岡市家中新町 14-7 

ＴＥＬ （図）２５-２５２５ 

    （郷）２５‐５０１４ 

ＦＡＸ    ２５-２５２６ 
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◎児童書 
●黒魔術師ガブリエラ     (長谷川 まりる) 

●幕末の宙              (斉藤 洋) 

●ゴーストライン        (カチャ・ベーレン) 

●かんたん自由にデザイン  学校でＣａｎｖａ 

２・３                 (坂本 良晶) 

●毒のある植物と応急手当    (高岡 昌江) 

●武器のある生き物図鑑     (西海 太介) 

●イチからつくるせっけん     (森田 隼人) 

◎絵本 
●おばけのそこぢから      (内田 麟太郎) 

●ぼくらニセなかよし       (出口 かずみ) 

●フラフープ！           (かねこ まき) 

●わにおのわのじはどうかくの？(乾 栄里子)

●ねずみくんの花ことば    (なかえ よしを) 

●ももんちゃんころん     (とよた かずひこ) 

●やきゅうのずかん        (牛窪 良太) 

◎小説・エッセイ 
●豆は煮えたか         (朝井 まかて) 

●虚空蔵の峯            (飯嶋 和一) 

●人生のリフォームどき      (内山 純) 

●白と黒のソナタ        (宇佐美 まこと) 

●私たちはたしかに光ってたんだ(金子 玲介) 

●鬼門の村              (櫛木 理宇) 

●はるを呼ぶ           (実石 沙枝子) 

●吸血鬼               (遠野 遥) 

●タクアン石と言われた男     (林 良和) 

●ママがロックンロールしてたころ(東山 彰良) 

●鉄の胡蝶は            (保坂 和志) 

●ＩＤＯＬ                (町屋 良平) 

●天領の鷹 上・下          (村木 嵐) 

●斜め４５度の処世術        (小川 哲) 

 

◎実用書 

●ＩＴ仕事図鑑             (小野 歩) 

●ＡＩと生きる              (結城 浩) 

●書店を守れ！           (今村 翔吾) 

●本のある場所を訪ねて     (南陀楼綾繁) 

●中高生のための人生論ノート (小川 仁志) 

●哲学の慰め           (ボエティウス) 

●家柄の誕生            (佐伯 智広) 

●信長家臣明智光秀        (金子 拓) 

●家族を守る法律知識      (高野 浩樹) 

●たたき台の教科書        (萩原 雅裕) 

●働く親のためのサバイバルガイド 

(岸畑 聖月) 

●育児と介護のダブルケア期に働く女性への

支援                (増田 裕子) 

 

●実践！「逃げ地図」ワークショップ 

(日本都市計画家協会・逃げ地図研究会) 

●目の見えない人が見ている世界 

(アンドリュー・リーランド) 

●学校のメンタルヘルス    (伊藤 美奈子) 

●和食のミライ          (佐藤 洋一郎) 

●日本星名辞典          (野尻 抱影) 

●野山花花図譜          (梨木 香歩) 

●更年期の歩き方         (鈴木 みき) 

●入院・転院・退院の困りごと完全解決！ 

(岡江 晃児) 

●工場の解体新書 

●「インバーター、マジわからん」と思ったときに

読む本               (森本 雅之) 

●食品保存の疑問５０ (日本食品保蔵科学会) 

●エンタメ〈ＩＰ〉１００年史      (佐藤 辰男) 

●食堂巡礼               (小川 糸) 

●鶏むね２ｋｇを使いきり！    (倉橋 利江) 

●小学生のお弁当        (新谷 友里江) 

●インテリアの解剖図鑑 

●いちばんわかりやすい庭木の手入れと剪定

(宮内 泰之) 

●草花つくりで稼ぐコツ       (菅家 博昭) 

●１３歳から考える畜産       (関根 佳恵) 

●飼い鳥困りごと解決事典    (細川 博昭) 

●気になる駅前アート１００ 

●巨匠指揮者列伝        (山崎 浩太郎) 

●漫画の中の漢字を学問する (円満字 二郎) 

●ハングルの世界         (水野 俊平) 

●詩人Ｓ              (谷川 俊太郎) 

リクエスト・予約開始は ５月１５日（金） です 

 

＝５月の記念日＝ 

ボクシングの日（５月１９日） 
 

1952年 5月 19日に、白井義男選手が日本人

初の世界チャンピオンになった快挙を記念

し、2010 年に日本プロボクシング協会

（JPBA）が制定した（東日本ボクシング協

会公式ホームページ）。 

 

図書館にある「ボクシング関連の本」 

・『１Ｒ１分３４秒』町屋良平（2019） 

・『拳の先』角田光代（2016） 

・『ボクシング「戦後７０年史」』（2015） 
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５月の新着案内 
 

  


